
全
-
り
久
局
、
。
ル

第
三
十
六
巻

江
西
宜
春
の
李
渠
(
八
O
九
l

一
八
七
ご

に
つ
い
て

は
し
が
き

一
李
渠
の
沿
革
、
規
模
お
よ
び
組
織

付

「

李

渠

士

官

同

李

渠

の

歴

史

国
李
渠
の
構
造
、
規
模
伺
李
渠
の
維
持
組
織

二
李
渠
建
設
の
祉
曾
経
済
背
景

付
水
利
の
安
定
化
と
居
住
環
境
の
改
良

お
わ
り
に

同

移
住
、
都
市
化
と
地
域
コ
ア
の
組
織

t工

ヵ:

し

き

第
三
競

斯

昭
和
五
十
二
年
十
二
月

護
行

波

義

信

- 1 ー

中
園
史
に
お
い
て
、
唐
宋
時
代
に
水
利
に
闘
す
る
農
業
土
木
開
護
が
そ
の
規
模
、
組
件
数
、
描
が
り
、
技
術
水
準
等
に
つ
い
て
劃
期
的
に
護

達
し
た
こ
と
は
、
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
さ
で
か
か
る
水
利
開
設
が
将
来
す
る
祉
舎
的
、
経
済
的
影
響
は
、
本
来
、
貫
に
多
岐
康
範

で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
水
利
の
果
す
機
能
自
置
が
多
様
か
っ
複
合
的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

325 

異
な
る
立
地
(
山
地
・
墓
地
・
デ
ル
タ
等
〉
は
そ



し
た
水
利
を
求
め
る
願
墓
が
誕
生
し
、
劃
期
的
な
改
良
が
寅
現
し
た
と
す
る
と、

れ
ぞ
れ
同
有
の
地
文

・
水
文
俊
件
と
、
適
合
的
な
居
住
空
間
、
一
砿
曾
経
済
を
備
え
て
レ
る
に
相
違
な
い
。
か
り
に
醤
開
地
に
お
い
て
よ
り
安
定

そ
れ
は
ま
ず
こ
の
よ
う
な
生
態
環
境
な
い
し
そ
の
重
貼
の
お

326 

き
方
の
嬰
化
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
同
時
に
其
庭
に
新
開
地
が
附
加
さ
れ
る
に
せ
よ
、
或
い
は
土
地
・

資
源
の
利
用
放
率

と
く
に
人
口
扶
養
力
、

土
地
許
債
の
紹
割
増
が
生
ず
る
に
せ
よ
、
或
い
は
ま
た
水
の
用
盆
に
祇
生
す
る
利
害
や
、

資
本州
労
働
の
動
員
に
闘
る
杜

曾
経
済
組
織
の
一

一層
適
合
的
な
再
編
が
迫
ら
れ
る
に
せ
よ
、

い
ず
れ
に
し
て
も
地
域
社
曾
レ
ベ
ル
で
の
諸
組
織
は
改
接
さ
れ
、
蓄
組
織
と
の
矛

盾
は
調
整
さ
れ
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
水
利
改
良
の
放
果
の
範
圏
を
こ

の
よ
う
に
展
望
し
た
場
合
、
有
意
義
な
概
括
を
下
す
た
め
に
は
、
制

度
史
、
政
治
史
、
一
般
経
済
史
に
固
有
の
問
題
設
定
と
は
別
に
、
地
域
社
曾
経
済
レ
ベ
ル
で
の
客
観
肱
況
の
掌
握
、

そ
れ
ら
の
相
互
比
較
、
そ

①
 

し
て
総
合
と
い
う
分
析
手
績
き
が
必
須
で
あ
る
。
現
在
の
研
究
水
準
で
は
、
こ
の
研
究
覗
角
に
と

っ
て
蝕
り
に
も
未
開
拓
な
部
分
が
残
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は

一つ

の
地
域
社
舎
の
具
鐙
的
吠
況
に
印
し
た
分
析
を
手
が
か
り
と
し
て
、
園
式
的
な
展
望
を
立
て
て

-2-

み
た
い
と
思
う
。

李
渠
の
沿
革
、
規
模
お
よ
び
組
織

付

李

渠

志」

こ
こ
に
分
析
を
試
み
よ
う
と
す
る
具
陸
例
は
、
江
西
省
業
州
府
治
宜
春
鯨
に
お
い
て
、
唐
の
憲
宗
元
和
四
年
(
八
O
九
)
い
ら
い
、
宋
、
元
、

明
を
へ
て
、
清
の
同
治
十
年
(
一
八
七
一
)
ま
で
は
確
貫
に
存
在
し
て
い
た
李
渠
と
呼
ば
れ
る
多
目
的
な
都
市
・
農
業
用
水
路
の
歴
史
で
あ
る
。

明
寓
暦
重
修
裳
州
府
志
巻
四
に
幸
い
牧
録
さ
れ
て
残
っ
た
宋
質
慶
三
年
(
一

二
二
七
〉
頃
撰
述
の
「
李
渠
志
」

四、

O
六
八
字
で
あ
り
、
こ
の
ほ
か
同
治
十
年
刊
宜
春
闘
肺
志
巻
一
枚
録
の
遁
光
四
年
(
一
八
二
四
〉
程
園
観
新
修
「
李
渠
分
段
丈
尺
園
記
」
(
図

侠
〉
を
は
じ
め
と
す
る
直
接
関
連
資
料
や
唐
宋
明
清
の
水
利
資
料
、
そ
れ
に
阪
大
蔵
五
省
内
分

一
、
十
省
内
分
一
地
園
を
援
用
し
て
献
況
復
原
を
は

基
本
的
な
資
料
と
な
る
も
の
は
、



〈
橋
注
ご

か
っ
た
。
な
お
寸
李
渠
士
山
」
の
存
在
、
お
よ
び
本
論
文
で
校
合
用
に
使
用
し
た
蓋
湾
園
立
中
央
固
書
館
職
高
暦
蓑
州
府
志
の
テ
キ
ス
ト
入
手
に

つ
い
て
、
シ
カ
ゴ
大
拳
故
開
0
4
〈
〉
河
口
問
H
P
Pの

Ew
数
授
の
高
弟
冨
百
回
〉
開
F
E
Z
H
W
O
〉
Z

氏
に
多
大
の
恩
恵
を
受
け
た
。

同
氏
お
よ
び
同
圃
書
館
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

特
に
記
し
て

共
三
十
七

さ
て
「
李
渠
志
」
に
は
次
の
如
く
多
く
の
小
見
出
し
が
建
て
ら
れ
、
整
然
詳
細
な
記
述
、
が
な
さ
れ
て
い
る
。
制
〔
序
文
〕

ω縫
修
守
伴
姓
氏
刷
費
慶
丁
亥
修
復
始
末

ω阪
頭
至
西
城
下
間
西
城
渠
口
至
貢
院
入
江
慮

ω減
水
溝

ω接
水
溝

ω橋
総
数
大
小
計
二
十
七
西
城
外
者
不
興

ω役
夫
篠
目
制
渠
長
十
員
渠
長
之
橋
見
唐
志
及
奮
闘
経
所
載
帥
限
戸

間
准
省
剖
行
下

耐
水
源

ω事
始

ω斗
組
数
大
小

制
甲
戸

(p) 

准

諸
司
行
下

的
委
李
貢
土
掌
管
分
水
湖
地
。

な
お
李
渠
志
が
唐
宋
に
わ
た
る
閥
係
資
料
を
詳
細
に
停
え
て
い
る
の
は
、
業
州
お
よ
び
宜
春
闘
怖
に
お
い
て
唐
宋
の
聞
に
頻
繁
に
地
方
志
が
刊

@

③
 

行
さ
れ
た
事
情
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
蔦
暦
志
が
全
文
を
牧
録
し
た
の
は
、
宋
志
(
嘉
照
宜
春
績
修
志
回
答
集
六
省
)
が
高
暦
初
年

に
残
存
し
て
お
り
、
寓
暦
三
年
、
知
府
鄭
惇
が
同
志
所
牧
の
李
渠
志
を
典
範
と
し
て
渠
道
の
溶
修
を
果
し
た
た
め
、
重
要
性
が
-
認
識
さ
れ
て
編

- 3ー

入
さ
れ
た
こ
と
が
政
文
と
し
て
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
剣
る
。

と
こ
ろ
で
、
高
暦
士
山
牧
載
の
李
渠
志
本
文
は
信
湿
す
べ
き
も
の
で
、
全
文
の
首
尾
す
べ
て
を
牧
め
、
大
き
な
脱
落
や
誤
刻
は
な
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
唐
書
巻
四
一
地
理
志
等
の
引
用
は
正
確
に
比
定
で
き
る
し
、
例
准
諸
司
行
下
、
問
准
省
剖
行
下
の
文
書
形
式
は
宋
代
の
も
の
で
あ
り
、

@
 

か
つ
文
中
の
地
名
、
人
名
、
年
代
等
は
、
現
存
地
志
や
そ
れ
ら
に
散
見
す
る
嘉
定
宜
春
志
(
原
十
谷
)
の
侠
文
と
封
庭
し
て
矛
盾
が
な
い
。

。李

渠

の

歴

史

秀
江
(
衰
江
)
に
よ
っ
て
東
進
す
れ
ば
翰
江
に
合
流
し
て
江
西
都
陽
湖
の
デ
ル
タ
に
達
し
、

@
 

陸
路
捧
郷
を
へ
、
醗
陵
を
へ
て
湘
江
中
植
の
長
沙
に
達
し
、
要
す
る
に
江
西
湖
南
を
東
西
に
結
ぶ
間
道
上
の
要
衝
で
あ
る
。
こ
の
間
道
が
頴
在

@
 

化
す
る
の
は
唐
い
ら
い
で
あ
る
が
、
交
通
上
の
利
便
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
す
で
に
西
漢
時
代
、
議
章
郡
十
八
鯨
の
一
つ

李
渠
の
位
置
す
る
案
州
宜
春
鯨
は
、

西
準
し
て
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と
し
て
宜
春
闘
怖
が
置
か
れ
城
が
築
か
れ
た
。
三
園
時
代
に
西
方
に
捧
郷
牒
を
分
立
さ
せ
た
の
ち
、
三
園
末
、
六
朝
で
は
捧
郷
、
新
除
と
共
に
三

豚
を
管
す
る
安
成
郡
治
と
な
り
、
惰
唐
で
は
亥
州
三
牒
の
治
所
と
な
り
、
南
唐
の
と
き
錫
州
か
ら
寓
載
鯨
を
併
合
し
、
宋
権
推
照
初
、
宜
春
闘
脚
の

⑦
 

東
牢
に
分
宜
豚
を
分
立
さ
せ
る
と
共
に
、
数
年
を
へ
て
そ
の
東
方
の
新
職
願
は
淳
化
三
年
、
臨
江
軍
に
割
愛
し
た
。
こ
れ
以
後
、
明
清
に
か
け

て
一
州
(
府
)
四
懸
の
行
政
匡
分
は
固
定
し
て
い
る
。
園
3
(一
二
二
一
員
)
を
参
照
。

漢
か
ら
唐
初
に
か
け
て
の
宜
春
城
は
、
固
2
に
示
す
後
世
の
城
の
東
半
分
に
位
置
し
、
の
ち
に
東
城
と
い
わ
れ
た
部
分
に
該
賞
す
る
。
遺
祉

か
ら
察
す
る
と
、
城
内
南
半
は
小
丘
陵
を
含
む
風
致
匡
で
名
宮
の
記
功
碑
が
あ
る
が
、
官
臆
や
民
居
、
寺
観
な
ど
の
居
住
匡
は
北
半
江
岸
の
低

@

@
 

地
に
あ
り
、
棋
盤
目
紋
の
整
然
た
る
街
路
直
劃
を
も
っ
て
い
た
。
城
壁
は
武
徳
四
年
の
重
修
で
面
白
を
一
新
し
た
ら
し
い
が
、
要
す
る
に
こ
の

⑪
 

東
半
の
故
城
は
、
他
の
醤
中
園
都
市
に
共
通
す
る
原
則
的
傾
向
ハ
後
述
)
に
合
致
し
て
、
水
路
志
向
、
低
地
志
向
つ
ま
り
地
域
の
交
通
、
商
業

中
植
の
掌
握
を
立
地
選
捧
の
目
途
と
し
、
か
つ
防
禦
を
重
ん
じ
、
そ
の
反
面
、
頻
護
す
る
水
災
と
い
う
弱
貼
を
も
っ
て
い
た
。
開
元
八
年
(
七

西
方
へ
の
展
築
が
行
な
わ
れ
、
逼
稽
西
城
と
呼
ば
れ
る
西
方
の
蓋
地
を
城
壁
で

二
O
)
つ
い
に
城
地
の
低
濃
に
伴
な
う
不
便
が
痛
感
さ
れ
て

-5-

園
み
、
そ
の
北
宇
に
圏
摘
で
子
城
を
築
い
て
州
鹿
、
剣
官
臆
、
照
鹿
、
州
皐
等
の
重
要
官
舎
は
結
局
こ
こ
へ
移
り
、
民
居
や
市
場
も
こ
れ
に
伴

っ
て
蓋
地
部
分
へ
移
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
開
元
に
は
じ
ま
る
展
築
、
居
住
重
心
の
西
城
蓋
地
へ
の
移
動
、
そ
れ
に
宋
初
に
お
け
る
管
内
東
方
に

分
宜
豚
を
分
立
し
た
事
情
は
、

と
も
に
人
口
の
欄
密
化
に
伴
な
う
地
域
の
新
し
い
都
市
化
過
程
を
表
明
し
て
い
る
。

宜
春
域
内
外
に
嘗
時
ど
の
程
度
の
人
口
が
分
布
し
た
か
は
剣
ら
な
い
、
し
か
し
奮
唐
書
巻
四

O
地
理
志
に
引
く
天
賓
元
年
(
七
四
二
〉
の
亥
州

全
域
(
新
喰
豚
を
含
む
〉
の
戸
二
高
七
千
九
十
三
、
ロ
一
十
四
寓
四
千
九
十
六
は
、
一
臆
の
見
首
を
輿
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
を
、
陪
書
巻
三
一
地

理
志
に
引
く
大
業
二
年
(
六
O
六
)
の
宜
春
郡
戸
一
高
一
百
一
十
六
と
比
べ
れ
ば
、
戸
数
の
み
で
は
二
・
六
倍
増
(
但
し
土
戸
の
み
〉
と
い
う
一
般

的
増
加
傾
向
が
得
ら
れ
加
。
一
方
、
唐
と
宋
と
で
は
領
域
の
饗
化
が
あ
り
比
較
が
困
難
で
あ
る
。
か
り
に
天
賓
元
年
の
亥
州
、
士
ロ
州
の
戸
数
と

⑫
 

宋
元
豊
九
域
志
巻
六
の
吉
州
、
臨
江
軍
、
案
州
の
戸
数
と
を
比
べ
れ
ば
、
七
・
三
倍
と
い
う
増
加
率
が
得
ら
れ
、
一
般
傾
向
は
剣
る
も
の
の
暖

昧
さ
を
克
れ
な
い
。
た
だ
し
宋
の
大
中
鮮
符
四
年
〈
一

O
二
〉
の
記
録
で
は
、
宜
春
、
分
宜
、
薄
郷
、
高
裁
の
四
回
開
全
部
で
、
戸
八
高
五
千
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⑬
 

零
三
で
あ
れ
W

宋
代
の

一
般
州
治
レ
ベ
ル
都
市
へ
の
人
口
集
中
卒
を
偲
り
に
十
パ
ー
セ

ン
ト
内
外
と
す
る
と
、

弱
、
唐
の
場
合
は
そ
の
三
分
二
別
後
、
三
千
戸
程
度
と
見
込
ま
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
推
量
に
す
ぎ
な
い
。

宜
春
城
の
戸
数
は
約

一
寓
戸

さ
て
西
城
地
匿
の
展
築
は
、
居
住
環
境
の
改
良
を
も
た
ら
し
た
も
の
の
、
他
方
に
新
た
な
問
題
が
護
生
し
た
。
す
な
わ
ち
西
城
葦
地
は
秀
江

に
臨
み
な
が
ら
も
、
江
面
よ
り
数
丈
高
い
地
勢
の
た
め
、
江
中
に
井
堰
を
敷
設
し
て
揚
水
し
給
水
す
る
こ
と
が
嘗
時
の
技
術
で
は
不
可
能
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
例
え
ば
杭
州
城
や
委
州
城
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
抵
の
都
市
は
補
助
給
水
源
と
し
て
域
内
外
に
清
泉
や
井
戸
を

敷
設
し
て
お
り
、

取
水
人
口
が
少
数
で
あ
れ
ば
こ
れ
で
も
足
り
た
。

宜
春
城
に
も
菅
代
か
ら
唐
代
ま
で
奮
城
西
四
里
の
宜
春
泉
(
の
ち
の
燃
街

門
西
の
鐙
泉
)
と
い
う
醸
造
用
の
井
戸
の
ほ
か
、
唐
乾
元
中
(
七
五
八
J
九
〉
刺
史
鄭
審
が
掘
っ
た
西
池
や
、
南
門
外
の
湧
坑
泉
(
珠
泉
)
、
義
井
が

⑬
 

あ
り
、
李
渠
の
敷
設
後
も
、
補
助
給
水
源
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。

う
以
外
に
な
く
、

さ
て
元
和
四
年
(
八
O
九
)
に
刺
史
李
将
順
が
着
任
し
た
と
き
、
城
内
の
用
水
は
井
泉
か
、
秀
江
の
江
水
を
汲
み
上
げ
て
負
販
す
る
者
か
ら
買

た
め
に
頻
護
す
る
火
災
、
上
下
水
の
不
備
に
よ
る
非
衛
生
、
水
患
へ
の
針
策
が
懸
案
の
課
題
で
あ
っ
た
。
李
将
順
は
州
の
西

- 6 ー

南
境
の
仰
山
に
護
源
す
る
清
涯
江
(
南
山
水
叉
古
江
〉

の
下
流
に
嘗
る
官
阪
、
沙
限
水
が
城
の
西
北
郊
の
麟
橋
で
秀
江
に
合
流
す
る
こ
と
に
着
目

宜
春
城
の
占
め
る
盆
地
H
扇
朕
地
の
扇
頭
部
に
嘗
る
限
頭
(阪
口
)
に
堰
を
設
け
て
取
水
口
と
し
、
江
水
を
渠
に
導
い
て
西
郊
二
百
頃
の

回
に
濯
概
す
る
と
共
に
、
城
内
に
疏
導
し
て
上
下
水
の
水
源
と
し
、

最
後
は
城
東
門
外
の
赤
板
橋
か
ら
秀
江
に
放
水
し
、

し

一
翠
に
し
て
地
域
の

水
利
問
題
を
改
良
し
た
。
創
建
嘗
初
の
李
渠
は
ほ
ぼ
宋
代
の
そ
れ
と
異
な
ら
な
い
規
模
で
あ
り
、
後
述
の
ご
と
く
す
で
に
渠
長
一
員
を
配
し
て

ま
た
水
位
調
節
の
堰
閥
、
斗
門
を
域
内
外
に
備
え
て
い
た
。
宋
代
の
そ
れ
と
異
る
貼
の
一
つ
は
、
域
内
の
渠
道
に
も
舟
運
を
通

じ
て
い
た
事
で
、
宋
末
の
城
内
渠
の
深
さ
六
、
七
尺
、
幅
三
尺
よ
り
は
は
る
か
に
大
き
く
、
交
、
逼
、
職
租
の
便
に
供
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
放
水
口
が
城
東
北
の
郊
外
で
あ
っ
た
こ
と
も
別
の
相
違
貼
で
、
恐
ら
く
唐
代
に
は
東
城
部
分
の
内
外
に
相
嘗
の
居
住
匡
が
あ
っ
た
に
相
違

な
い
。
西
城
の
西
北
郊
に
盆
州
塘
と
い
う
貯
水
池
を
造
り
、
渠
水
を
一
た
ん
こ
こ
へ
蓄
え
、
増
水
時
に
は
秀
江
に
放
水
し
、
渇
水
時
に
は
域
内

管
理
に
充
て、

渠
水
の
水
勢
を
助
け
る
と
い
う
施
設
は
、
李
渠
の
創
建
と
同
時
に
築
か
れ
、

一
た
ん
贋
絶
し
た
の
ち
、
宋
代
で
は
分
水
湖
と
い
う
別
の
貯
水
ダ



ム
と
し
て
復
活
し
、

か
っ
こ
の
渠
道
の
要
め
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。

唐
末
・
五
代
南
唐
の
聞
に
李
渠
は
一
た
ん
腹
絶
し
、
盆
州
塘
も
僅
か
に
水
深
と
化
し
、
城
内
は
頻
設
す
る
火
災
に
苦
し
ん
だ
。
宋
の
統
一
後

ま
も
な
く
至
道
三
年
(
九
九
七
)
、
知
友
州
王
蕗
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
醤
渠
を
民
に
分
治
さ
せ
、
さ
ら
に
天
轄
三
年
(
一

O
一
九
〉
、
逼
剣
蓑
延

度
が
防
火
の
た
め
奮
渠
を
後
世
し
、
始
末
を
石
碑
に
刻
ん
だ
。
宣
和
六
年
三
一
二
四
)
に
も
防
火
の
た
め
、
遁
剣
孫
瑛
が
知
州
林
徽
之
を
賛

け
て
西
阪
を
治
め
、
蓄
渠
を
溶
修
し
、
瑛
自
ら
記
を
草
し
た
。

つ
い
で
淳
照
四
年
(
一
一
七
七
)
、

知
州
張
杓
の
唱
導
で
民
を
し
て
渠
道
千
五
百

飴
丈
を
修
復
さ
せ
、

市
街
に
在
っ
た
防
火
用
の
義
井
を
豪
民
が
占
援
浬
塞
し
て
い
た
も
の
を
俊
治
し
、
郡
人
孟
浩
が
始
末
を
記
し
た
。
淳
照
十

年
(
二
八
三
〉
に
は
、
知
州
曹
訓
が
再
び
淡
塞
し
た
李
渠
を
渡
世
開
通
し
、
徐
侍
が
、
「
園
経
李
渠
記
」
二
六
九
字
を
刊
し
唐
い
ら
い
の
竣
治

⑮
 

の
沿
革
を
公
示
し
た
。
し
か
し
上
記
五
回
の
竣
池
工
事
は
、
い
ず
れ
も
短
期
に
竣
工
を
急
ぎ
、
お
ざ
な
り
で
不
徹
底
で
あ
っ
た
た
め
、
結
局
城

外
の
渠
遁
は
一
線
の
小
溝
と
化
し
、
城
内
の
そ
れ
は
居
民
の
侵
占
、
糞
尿
塵
芥
の
遺
棄
に
よ
っ
て
塞
が
り
、
緊
急
の
用
に
立
た
ず
、
春
夏
に
は

往
々
疫
病
を
招
く
事
態
と
な
り
、
地
域
人
土
の
不
満
の
種
で
あ
っ
た
。
賓
慶
三
年
(
一
二
二
七
〉
に
着
任
し
た
知
州
曹
叔
遠
は
、
輿
論
を
代
表

す
る
州
皐
貢
士
李
震
の
計
劃
を
全
面
採
用
し
、
か
つ
李
渠
の
維
持
は
一
州
の
利
害
の
最
大
な
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
、
自
ら
も
地
文
候
件
を

観
察
し
て
工
程
を
立
案
し
、
官
更
を
指
揮
し
て
一
月
蝕
り
で
抜
本
的
な
修
理
工
事
を
完
成
し
た
。
こ
の
工
事
内
容
、
管
理
組
織
お
よ
び
闘
連
官

文
書
を
記
鋒
し
た
も
の
が
「
李
渠
志
」
で
あ
り
、
後
世
の
工
事
に
際
し
て
常
に
モ
デ
ル
と
さ
れ
た
。

⑫
 

明
代
で
は
知
府
徐
斑
の
「
竣
渠
亭
記
」
に
よ
れ
ば
、
洪
武
初
年
、
知
府
劉
伯
起
が
修
復
し
、
弘
治
中
〈
一
四
八
八
J
一五
O
五
)
知
府
朱
筆
が

疏
溶
し
、
正
徳
八
年
(
一
五
二
ニ
〉
知
府
徐
時
が
大
修
理
を
施
し
、
郊
外
の
原
隈
抗
畦
、
城
内
の
井
塘
池
圃
は
需
足
し
、
居
民
の
飲
食
糠
濯
の

用
も
足
り
た
。
つ
い
で
寓
暦
三
年
(
一
五
七
五
〉
知
府
鄭
惇
が
重
修
し
か
っ
宋
の
「
李
渠
志
」
を
再
刊
し
、
同
四
十
七
年
(
一
六
一
九
〉
知
府
資

- 7 ー

鳴
喬
、
清
康
照
八
年
三
六
六
九
)
知
府
李
芳
春
、
薙
正
六
年
(
一
七
二
八
)
知
府
薄
履
育
、

正
の
凌
准
は
衆
摘
を
募
り
、
民
に
多
問
、
旬
に
三
日
の
割
で
無
償
傍
役
を
提
供
さ
せ
た
。

道
光
四
年
(
一
八
二
四
)
に
は
邑
侯
程
圏
観
が
邑
貫

生
粛
元
善
、
劉
樹
訴
訟
に
役
の
指
揮
を
命
じ
て
開
措惜
し
、
工
事
の
次
第
を
「
新
修
李
渠
分
段
丈
尺
聞
記
」
に
記
録
し
、
園
は
侠
し
た
が
記
は
停
つ

知
鯨
王
淑
京
の
唱
導
で
重
修
が
行
な
わ
れ
た
。
薙

331 
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の
ち
同
治
五
年
(
一
八
六
六
)
に
は
、

な
き
欣
態
を
得
句
。
こ
の
よ
う
に
、
開
設
い
ら
い
鹿
々
後
塞
に
よ
っ
て
機
能
の
喪
失
し
た
も
の
の
、
前
後
十
六
回
の
記
録
に
残
る
修
復
工
事
に

て
い
る
。

邑
中
の
劉
作
賓
、

胡
開
元
が
一
年
先
し
て
民
、

商
の
桐
資
を
勤
め
て
大
修
理
を
し
て
流
通
滞
り

よ
っ
て
渠
道
が
魁
り
、
李
渠
は
ほ
ぼ
十
一
世
紀
聞
に
互
り
、
震
州
府
治
内
外
の
重
要
給
水
源
と
し
て
存
績
し
た
の
で
あ
る。

同

李
渠
の
構
造

・
規
模

程
圏
視
の
「
新
修
李
渠
分
段
丈
尺
園
記
」
(
以
下
「
同
記
」
と
省
略
)
に
よ
れ
ば
、
道
光
四
年
の
全
長
は

一
千
九
百
六
十
五
丈
で
、
取
水
口
よ
り

西
城
壁
下
の
水
門
ま
で
の
郊
外
部
分
が
一
千
二
百
四
十
九
丈
、
城
内
七
百
十
六
丈
で
あ
る
。
域
外
で
は
渠
道
の
饗
化
は
少
な
い
が
、
域
内
で
は

康
照
、
難
正
・
道
光
の
聞
に
、
中
心
部
の
渠
道
が
消
滅
し
た
た
め
に
短
縮
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
唐
宋
時
代
の
規
模
は
二
千
丈
を
は
る

か
に
超
え
て
い
た
に
相
違
な
い
。
以
下
に
資
料
に
よ
っ
て
奮
渠
道
を
復
原
園
示
し
て
み
よ
う
。
園
1
・
2
参
照
。

川
刊
域
外
の
渠
道

取
水
口
は
清
涯
江
下
流
宮
殿
水
の
、
州
西
南
十
里
、
一
繭
昌
里
新
田
橋
下
十
数
歩
の
破
口
で
あ
る
。

「
圃
記
」
で
は
経
家
橋

- 8ー

下
で
水
源
を
引
き
、
新
堰
で
分
水
し
て
阪
口
に
入
れ
る
と
あ
る
が
、

「
李
渠
志
」
で
は
、
官
破
口
か
ら
三
十
除
丈
東
流
し
た
箇
所
で
、
郷
民
が

院
を
鼓
し
て
北
流
の
分
水
口
を
つ
く
り
、
水
植
を
設
け
た
た
め
水
量
が
減
少
し
た
の
で
、
補
修
し
て
堤
防
の
鼓
撤
を
厳
禁
し
た
と
記
す
。
唐
い

ら
い
堰
を
設
け
て
取
水
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
位
置
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
阪
口
は
扇
朕
地
の
扇
頭
で

さ
て
阪
口
か
ら
北
上
す
る
約
一
粁
は
東
に
迫
る
獅
子
山
と
、
渠
に
並

あ
る
た
め
、
李
渠
を
優
先
さ
せ
て
郷
民
の
用
水
権
を
抑
え
た
の
で
あ
る
。

行
す
る
官
阪
水
の
聞
の
狭
い
地
を
貫
流
す
る
難
路
で
あ
る
。
山
下
に
は

E
石
が
多
く
渠
道
を
狭
く
し
、

一
堤
を
隔
て
て
流
れ
る
江
水
は
堤
岸
を

一
方
木
柵
に
土
石
を
埋
め
て
堤
を
高
め
、
江
内
に
乾
隙
四
を
架
設
し
て
衝
撃
を

緩
め
た
。
阪
口
よ
り
こ
の
盤
石
庭
ま
で
二
百
六
十
五
丈
で
あ
る
。
後
世
で
は
此
の
撃
石
庭
に
橋
間
を
設
け
旺
水
を
江
に
放
流
し
た
。
さ
て
此
慮

侵
蝕
す
る
。
そ
こ
で

E
石
は
火
力
で
破
砕
し
て
渠
幅
を
贋
め
、

か
ら
渠
水
は
官
阪
と
離
れ
、
獅
子
山
麓
の
田
に
濯
ぎ
な
が
ら
鳳
畠
山
と
の
谷
聞
に
達
す
る
。
こ
の
間
計
二
百
八
十
丈
。
谷
聞
を
通
る
に
首
っ
て

三
段
の
斗
門
で
水
位
を
調
節
す
る
。
第
一
斗
は
小
水
口
に
あ
り
、
深
さ
五
尺
、
長
さ
九
尺
、
閥
さ
二
丈
七
尺
。
つ
い
で
二
百
五
十
除
丈
を
へ
て
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第二園李渠復原園
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第
二
斗
に
至
る
。
こ
の
地
に
は
も
と
水
斗
が
あ
っ
た
が
、
居
民
に
侵
占
さ
れ
て
い
た
た
め
、

修
復
し
て
周
り
三
十
七
丈
、

深
さ
一
尋

(八
尺
)

と
し
た
。
恐
ら
く
こ
の
古
水
斗
は
唐
の
施
設
で
あ
ろ
う
。
第
二
斗
か
ら
阪
口
ま
で
、
賓
慶
の
時
に
七
百
除
丈
の
新
提
を
作
っ
た
。
奮
陸
は

一
武

(
三
尺
〉

を
容
れ
な
か

っ
た
も
の
を
車
が
通
過
で
き
る
幅
に
改
善
し
た
と
い
う
か
ら
、

恐
ら
く
三
斗
門
の
設
置
で
舟
運
に
併
用
す
る
こ
と
を
断

念
し
、
代
り
に
沿
渠
の
陸
道
を
通
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
第
二
斗
以
後
は
南
山
の
聞
を
抜
け
、
地
勢
の
高
い
難
所
で
あ
る
。

八
十
除
丈
で

茂
林
路
を
抜
け
東
折
す
る
迭
に
第
三
斗
が
あ
り
、
悶
さ
二
丈
、
深
さ
丈
除
。
以
後
の
渠
道
は
深
さ
二
丈
を
要
し
、
工
費
も
倍
で
あ
る
。
鳳
嵐
山

を
抜
け
て
崇
勝
院
、

西
壁
橋
、
社
壇
を
へ
て
官
別
巷
に
達
す
る
間
百
齢
丈
、
こ
の
あ
た
り
は
人
家
の
密
集
地
で
三
十
齢
戸
の
居
民
が
渠
を
板
で

覆
っ
て
住
居
を
建
て
て
い
る
の
で
、
官
府
は
補
助
金
を
出
し
て
開
淡
さ
せ
て
い
る
。
渠
が
西
門
外
の
捧
貫
橋
を
抜
け
た
所
に
「
唐
李
公
渠
」
の

る
。
こ
の
地
勲
に
水
間
〈
醤
閥
水
悶
〉
が
あ
り
、

二
百
丈
、
荷
を
植
え
柳
や
花
井
を
配
し
、
亭
館
を
設
け
た
ほ
か
、
後
述
の
如
く
湖
水
の
調
節
機
能
を
重
視
し
て
、
特
別
の
地
域
に
措
定
し
李
貢

こ
れ
か
ら
城
壁
を
潜
っ

て
城
内
に
入
る
前
に
、
渠
水
は
分
水
湖
と
呼
ば
れ
る
水
位
調
節
と
城
濠
を
粂
ね
た
プ
l
ル
に
導
か
れ

啓
聞
を
司
る
護
渠
者
は
湖
迭
に
屋
三
聞
を
興
え
ら
れ
て
監
視
に
嘗
っ
た
。

分
水
湖
の
閥
さ
は

-10 -

扇
額
が
あ
る
。

士
に
管
理
を
命
じ
た
。
同
湖
は
の
ち
に
埜
石
さ
れ
た
池
と
な
っ
た
。

制
城
内
の
渠
這

城
壁
を
潜
る
地
貼
の
渠
ロ
に
は
、
も
と
斗
門
が
あ
っ
た
が
、
附
近
の
住
民
が
糞
尿
塵
芥
を
集
積
し
て
淡
塞
し
た
た
め
、
新

た
に
深
さ
丈
除
、
閥
さ

一
丈
二
尺
の
斗
門
を
設
け
、
そ
の
上
に
水
源
紳
の
仰
山
洞
を
構
え
て
清
浄
化
を
は
か
っ
た
。
さ
て
渠
は
は
じ
め
に
州
街

門
の
後
聞
に
濯
ぐ
が
、
そ
の
園
臓
に
入
る
直
前
に
斗
門
が
あ
り
、
看
守
者
が
居
住
す
る
屋
が
あ

っ
た
。
州
聞
を
出
た
渠
遁
は
剣
官
臆
の
西
池
を

へ
て
伴
圃
の
石
澗
に
注
ぐ
。
こ
れ
が
古
渠
の
正
汲
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
圃
を
抜
け
て
剣
官
聴
を
北
流
し
て
結
局
城
外
の
秀
江
に
放
水
す
る
小
波

が
あ
る
。
正
振
は
古
渠
か
ら
東
進
し
て
州
皐
前
で
南
折
し
、
以
後
人
口
調
密
で
低
窪
な
市
街
地
を
屈
曲
迂
廻
し
て

一
た
ん
市
場
に
入
り
、

さ
ら

に
城
東
北
区
に
入
り
、
東
進
し
て
貢
院
の
北
隅
か
ら
城
壁
を
潜

っ
て
秀
江
に
放
水
し
た
。
以
上
が
城
内
の
渠
道
の
大
要
で
あ
る
。
古
渠
の
流
路

し
て
居
民
や
市
場
に
サ
ー
ビ

ス
し
て
い
る
。

つ
ま
り
西
城
渠
口
か
ら
判
官
臆
西
池
逃
ま
で
は
、
主
と
し
て
官
街
と
そ
の
園
聞
に
潅
水
し
て
い
る
。
一
方
、

古
渠
か
ら
分
流
す
る
正
水
は
主
と

「
李
渠
志
L

で
は
正
水
に
沿
う
受
水
民
家
の
数
を
個
別
に
摩
げ
、

計
一
八
八
戸
に
達
す
る
〈
域
外



市
戸
三
十
餓
〉
。
園
2
参
照
。

西
城
外
と
併
せ
て
約
二

O
O戸
が
嘗
時
の
受
水
市
戸
の
数
で
あ
る
か
ら
、

主
要
な
市
民
の
居
住
匡
が
、

ほ
ぼ
域
内

中
央
の
市
場
周
迭
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
、

そ
れ
ら
は
商
業
交
通
に
は
便
利
な
が
ら
、
居
住
燦
件
か
ら
み
れ
ば
い
わ
ば
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
相
嘗

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

(
山
の
手
の
給
水
上
で
の
好
立
地
に
官
街
が
あ
る
〉

一
つ
は
州
皐
前
の
奨
廉
坊
(
鍛
娘
巷
)
の
東
方
に
あ
り
、
民
居

一
つ
は
市
心
に
在
り
、
大
街
を
越
え
て
阜
逼
坊
、
善
利
坊
を
へ
て
秀
江
に
注
ぎ
、
一
は

照
治
東
の
育
材
坊
か
ら
大
街
を
越
え
て
北
碑
し
、
育
林
坊
か
ら
秀
江
に
注
い
だ
。
こ
れ
ら
減
水
溝
の
李
渠
と
接
す
る
溝
口
に
は
、
も
と
閑
が
設

け
ら
れ
て
随
時
水
門
を
啓
閉
し
た
ら
し
い
が
、
民
居
が
増
え
て
大
聞
が
設
置
不
能
と
な

っ
て
、
三
尺
の
石
瑚
を
置
い
て
溢
水
の
み
を
自
然
排
水

一一は
積
慶
坊
、

さ
ら
に
李
渠
志
に
は
域
内
李
渠
に
附
随
す
る
水
利
交
通
組
織
と
し
て
減
水
溝
三
、
接
水
溝
三
、
大
小
斗
門
三
十
七
(
域
外
を
含
む
〉
、

二
十
七
(
域
内
の
み
)
を
列
拳
し
て
い
る
。
減
水
溝
は
放
水
チ
ャ
ネ
ル
で
あ
り
、

を
貫
い
て
北
方
通
泉
坊
(
鮮
魚
巷
)
か
ら
秀
江
に
入
り
、

大
小
橋

し
、
別
に
溝
道
に
凌
斗
(
砂
防
井
堰
か
)
橋
梁
を
架
設
し
た
。
接
水
溝
は
渠
の
支
隊
に
嘗
る
も
の
で
、

一
は
州
皐
西
の
桂
遷
坊
、
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一
は
照
春
坊
に
在
っ
た
。
も
と
溝
の
深
さ
幅
と
も
狭
く
、
街
路
に
水
が
溢
れ
た
の
で
、
深
さ
は
渠
に
等
し
く
、
幅
は
渠
以
上
と
改
修
し
た
。
こ

れ
ら
の
溝
に
も
竣
斗
、
橋
梁
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
唐
の
奮
渠
は
舟
運
を
通
ず
る
に
足
る
深
さ
と
幅
を
備
え
て
い
た。

し
か
し
兵
火
の
災
害
復
奮
時
に
市
民
が
勝
手
に
侵
占
し
て
し
ま

務
づ
け
、
貧
者
に
は
官
府
が
補
助
金
を
給
し
、

ぃ
、
こ
れ
に
劃
し
て
盟
撤
を
断
行
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
で
、

費
慶
の
と
き
に
は
大
渠
の
維
持
を
断
念
し
、
受
益
す
る
民
戸
に
各
自
渡
世
を
義

そ
れ
以
外
つ
ま
り
宮
地
の
渠
は
官
自
ら
渡
世
す
る
原
則
と
し
、
幅
は
皆
三
尺
と
定
め
た
。
こ
の

際
域
内
外
を
通
ず
る
交
通
は
陸
運
に
切
り
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
奮
渠
で
は
市
街
の
交
叉
黙
は
皆
な
暗
渠
と
し
碕
土
で
覆
っ
て
い
た

が
、
疏
通
を
見
究
め
易
く
し
、
か
つ
汲
瓶
に
便
利
に
す
る
た
め
、
す
べ
て
明
蒋
に
代
え
、
こ
の
部
分
の
深
さ
幅
共
に
丈
蝕
と
定
め
た
。
そ
こ
で

嘗
然
橋
梁
の
架
設
が
必
要
と
な
る
が
、
里
巷
の
好
事
者
は
争
っ
て
出
力
を
願
い
、
丹
豆
、
燦
然
た
る
橋
を
架
設
し
、
清
流
が
滞
り
な
く
城
市
を

め
ぐ
り
、
者
老
は
前
代
未
聞
の
事
だ
と
歎
じ
た
と
い
う
。
城
内
水
道
つ
ま
り
市
河
の
運
営
に
市
民
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
は
宋
代
で
も
そ
れ
程

珍
し
い
話
で
は
な
い
が
、
蓑
州
の
例
も
受
盆
者
負
携
の
原
則
を

一
歩
準
め
て
、
積
極
的
な
市
民
の
協
力
が
貫
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
記
憶
に
留
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め
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

な
お
右
の
城
内
の
渠
道
は
、
清
初
ま
で
は
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、

康
照
J
遭
光
の
聞
に
か
な
り
饗
化
し
た
。

「
園
記
」
に
よ
る
と
、

西
城
の

渠
口
か
ら
民
聞
に
慨
ぎ、

府
署
後
園
を
出
る
ま
で
は
饗
ら
な
い
が
、
判
官
巷
の
西
池
周
過
で
故
道
、か
消
失
し
、
府
間
同
午
前
か
ら
そ
の
左
摘
を
北
準

し
て
、
嘗
東
城
の
中
十
字
街
か
ら
東
折
し
て
、
府
城
陸
廟
後
固
か
ら
北
壁
を
潜
っ
て
秀
江
に
出
て
お
り
、
城
内
七
百
十
六
丈
の
渠
道
の
多
く
は

暗
渠
に
襲
っ
て
い
る
。
減
水
溝
、
接
水
溝
は
な
お
醤
圃
の
ま
ま
に
在
っ
た
と
い
う
が
、
機
能
は
低
下
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

伺

李
渠
の
維
持
組
織

唐
宋
の
李
渠
の
規
模
を
、
一
躍
全
長
二
千
丈
前
後
、
受
盆
市
民
二
百
戸
、
農
民
六
十
戸
と
想
定
す
る
と
、
官
有
地
以
外
の
此
の
渠
の
サ
ー
ビ

ス
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
経
常
の
管
理
維
持
に
つ
い
て
、
民
間
の
参
加
を
建
前
と
す
る
よ
う
に
組
織
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
敢
て
異
と
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す
る
に
足
ら
な
い
。
宋
の
「
李
渠
士
山
」
に
は
、
す
で
に
唐
い
ら
い
渠
長
が
管
理
責
任
者
と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、

唐
志
お
よ
び
奮
園

経
を
引
い
て
注
記
し
て
い
る
が
、
宋
繁
史
の
太
卒
実
字
記
に
も
、
巻
一

O
九
に
「
李
渠
、
刺
史
李
賂
順
、
於
鯨
西
南
十
里
修
堰
、
引
仰
山
水
入

城
、
通
船
開
溝
、
引
水
入
市
、
周
流
通
達
、
置
渠
長
一
丈

〔人〕
」
と
見
え、

一
丈
を
一

人
の
誤
り
と
す
れ
ば
、
創
設
を
唐
に
糊
ら
せ
て
よ
さ
そ

う
で
あ
る
。
さ
て
宋
の
「
李
渠
志
」
に
は
、
李
渠
が
唐
以
来
正
史
に
登
載
さ
れ
た
既
成
事
買
と
、
遁
常
の
溝
泊
を
超
え
る
規
模
の
故
に
、
朝
廷

の
水
利
振
興
の
封
象
た
る
に
値
し
、
維
持
に
閲
す
る
責
任
は
本
州
主
管
可
が
負
い
、
公
費
の
支
出
、
修
復
の
肱
況
報
告
に
つ
い
て
、
輔
運
、
提

刑
、
安
撫
の
監
督
官
の
裁
可
を
組
、
最
終
的
に
尚
書
省
の
批
准
の
下
に
命
令
権
が
震
動
す
る
こ
と
を
、
諸
司
、
省
割
の
公
文
書
を
引
い
て
明
一
万

し
て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
同
志
は
経
常
の
組
織
と
し
て
、
渠
長
、
阪
戸
、
甲
戸
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
義
務
、
役
夫
の
徴
募
、
就
務
、
報
酬
に

わ
た
っ
て
詳
細
に
-
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と、

凌
池、

修
復
に
要
す
る
努
役
は
、
原
則
的
に
周
遊
の
農
民
の
農
閑
期
航
労
働
を
徴
し
賃
金

を
給
す
る
建
前
で
、
甲
戸
、

阪
戸
等
の
受
盆
す
る
所
調
食
利
人
戸
は
一
躍
直
接
傍
役
に
た
ず
さ
わ
ら
な
い
。

「
役
夫
篠
目
」
に
は
、
役
夫
は
毎

旦
、
公
庭
に
集
合
さ
せ
、

十
五
夫
を
一
甲
に
編
し
、
甲
ご
と
に
色
旗
を
輿
え
、
一
甲
の
持
ち
場
を
二
丈
と
し
、
難
工
事
で
は
二
甲
で
二
丈
を
受



け
も
つ
。

交
互
に
凌
わ
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
持
ち
場
と
傍
働
量
が
剣
然
と
す
る
。
各
甲
に
は
一
卒
が
監
督
に

官
は
臨
機
現
場
を
観
察
す
る
。
賃
金
は
市
直
に
準
じ
、
毎
晩
鯨
丞
、
鯨
尉
、
貢
土
が
親
し
く
手
渡
し
吏
の

介
入
を
許
さ
な
い
。
こ
の
方
式
の
下
、
遠
近
毎
日
数
千
の
農
夫
が
(
錨
)
鋤
を
荷
い
で
集
り
、
多
期
の
失
業
救
済
に
数
果
が
奉
っ
た
。
月
蝕
の

工
事
と
す
れ
ば
延
べ
十
五
高
夫
位
か
。
た
だ
し
限
の
修
理
や
新
堤
七
百
丈
の
建
設
は
、
専
門
家
で
あ
る
阪
戸
(
受
盆
農
家
、
後
述
)
に
依
頼
し
た

甲
同
志
の
聞
に
二
丈
を
残
し
、

二
甲
毎
に
一
脊
が
監
視
し
、

嘗
り
、

が
、
賃
金
支
給
法
は
右
の
役
夫
と
同
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
際
、
郊
外
の
渠
の
幅
一
丈
、
深
さ
三
尺
、
茂
林
路
の
み
深
掘
を
命
じ
た
。
域
内
の
渠

は
、
深
さ
六
、

七
尺
、
幅
三
尺
以
上
で
あ
っ
た
。

沙
限
よ
り
上
流
、
官
阪
に
至
る
聞
で
李
渠
を
引
い
て
概
因
す
る
佃
明
(
農
戸
〉
を
隈
戸
と
い
い
、

計
六
十
鈴
戸
六
十
儀
人
い
た
。

ら
毎
年
輪
番
で
六
人
を
甲
首
に
充
て
る
(
均
等
負
措
)
。
小
規
模
の
損
壊
個
所
は
、
嘗
該
の
本
保
が
渠
長
に
知
ら
せ
、
さ
ら
に
甲
首
に
限
戸
を
召

集
さ
せ
、
自
力
で
修
理
さ
せ
る
。
費
用
が
多
け
れ
ば
、
十
渠
長
の
合
議
の
末
、
官
に
申
告
し
て
補
助
金
を
乞
う
。

こ
の
中
か
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甲
戸
つ
ま
り
域
内
外
市
民
の
受
盆
戸
は
、
城
西
か
ら
東
城
ま
で
約
二
百
戸
で
あ
る
。
五
家
ご
と
に
一
甲
に
編
成
し
、
相
互
に
監
視
せ
し
め

て、

浸
壌
や
齢
塞
を
許
さ
な
い
。
糞
尿

・
塵
芥
の
遺
棄
、
厨
房
や
便
所
を
渠
上
に
架
設
す
る
違
反
行
震
は
す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
三
甲
十

五
戸
ご
と
に
甲
首
を
選
任
し
て
、
常
に
上
記
の
監
視
事
項
や
渠
岸
の
頚
把
を
渡
見
次
第
渠
長
に
知
ら
せ
、
渠
長
は
人
を
汲
遺
し
て
監
視
修
凌
に

嘗
り
、
違
反
者
は
官
に
命
じ
、
又
は
廟
巡
に
令
し
て
督
治
さ
せ
る
。
甲
首
で
隠
し
て
申
告
せ
ぬ
者
、
他
人
に
出
し
抜
か
れ
て
報
告
さ
れ
た
も
の

は
罰
せ
ら
れ
る
。

渠
長
は
州
士
十
人
を
以
て
構
成
さ
れ
る
。
渠
水
は
一
た
ん
疏
通
し
て
も
、
格
来
何
時
、
侵
占
、
泌
塞
や
阪
頭
(
阪
口
)
、
長
堤
の
決
壊
な
ど
不

測
の
事
態
が
生
ず
る
か
わ
か
ら
な
い
。
州
醸
の
役
人
は
こ
れ
ら
の
情
報
を
迅
速
に
把
握
で
き
な
い
し
、
任
期
も
あ
る
の
で
、
「
公
心
好
義
之
土
」

を
選
ん
で
常
に
費
察
を
加
え
、
州
臆
に
申
告
さ
せ
て
、
段
取
り
を
立
て
て
執
行
す
れ
ば
、
水
路
の
長
期
の
安
定
が
得
ら
れ
る
。
渠
長
十
人
の
合

議
集
固
に
、
州
城
の
紳
士
ク
ラ
ス
の
者
十
人
を
充
て
た
の
は
、
一
一
種
の
都
市
参
事
舎
の
萌
芽
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
彼
等
が
城
内
外
の
水
利
の

長
期
的
利
害
を
公
卒
な
立
場
か
ら
剣
断
し
執
行
す
る
責
を
負
う
た
こ
と
は
と
く
に
注
目
に
値
す
る
。
何
故
な
ら
、
逼
常
の
官
憲
に
よ
る
牧
税
お
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よ
び
そ
の
再
配
分
、
治
安

・
秩
序
の
確
保
、
文
化
の
横
散
と
い

っ
た
サ
ー
ビ
ス
以
外
に
、
域
内
外
の
官
吏
、

市
民
、
農
民
の
共
通
利
害
に
開
る

寅
質
的
な
組
織
が
こ
こ
に
生
れ
、
そ
の
長
期
の
安
定
化
に
は
、

紳
士
階
層
に
一
定
の
重
要
な
役
割
を
期
待
す
る
設
想
が
こ
こ
に
生
じ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
李
渠
志
」
に
よ
れ
ば
、
質
慶
の
知
府
曹
叔
遠
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
る
李
渠
の
抜
本
的
な
開
修
は
、
買
は
本
州
皐
直

皐
貢
土
の
李
設
な
る

一
紳
士
が
、
卒
生
、

信
義

・
幹
略
共
に

一
州
に
傘
信
せ
ら
れ
、

し
か
も
李
渠
の
阪
口
の
分
流
工
事
、
新
堤
の
工
事
ほ
か
、

順
序
を
立
て
て
後
塞
を
開
墾
す
る
具
鎧
計
劃
を
立
て
、
こ
の
す
ぐ
れ
た
計
劃
に
よ

っ
て
域
内
外
の
渠
水
が
通
流
し
、
疾
病
火
燭
の
憂
が
解
決
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
知
州
を
動
か
し
た
員
の
貢
献
者
は
李
震
に
外
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
李
設
は
こ
の
た
め
、
渠
長
を
代
表
し
て
賃
金
の
支

給
に
立
禽
っ

た
ほ
か

李
渠
運
営
の
要
め
と
い
う
べ
き
分
水
湖
を
含
む
地
帯
(
南
は
洋
質
橋
下
、
東
は
渠
上
官一苧
、
西
は
盆
州
地
路
西
下
卒
地
、
北
は

新
立
堤
岸
)
の
監
督
を
専
任
さ
れ
た
。
こ
の
地
は
城
下
の
壕
塘
賃
租
人
が
随
時
盗
掘
放
水
し

或
い
は
不
法
に
住
居
を
建
て

ま
た
厨
闘
を
建

て
て
域
内
渠
水
の
水
源
を
盗
用
し
て
い
た
の
で

一
州
に
影
響
力
の
あ
る
李
護
を
起
用
し
、
特
別
に
劃
定
さ
れ
た
水
位
調
節
匡
の
運
営
を

一
任

し
た
も
の
で
あ
る
。
の
ち
に
清
代
に
な
る
と
、
務
正
・
道
光
、
同
治
の
修
復
は
、

み
な
工
事
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
は
紳
士
に
移
り
、
基
金
す
ら
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も
商
民
か
ら
募
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
暦
の
知
府
鄭
惇
が

「李
渠
志
」
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
開
溶
し
、
同
志
を
全
文
、
委
細
再
刊
し
た
背

景
に
は
、
府
内
の
組
織
者
と
し
て
の
紳
士
階
層
の
買
力
に
射
す
る
顧
慮
が
働
い
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

(以上、

李
渠
の
規
模
、
構
造
・
組
織

の
記
述
は
殆
ん
ど
「
李
渠
志
」
各
項
の
記
述
に
よ
る
)
。

李
渠
建
設
の
祉
曾
経
済
背
景

付

水
利
の
安
定
化
と
居
住
環
境
の
改
良

李
渠
の
ケ
l
ス
は
江
西
宜
春
の
具
践
例
で
あ
る
が
、

地
域
の

ス
ケ
ー
ル
、
固
有
の
地
文
・
水
文
等
の
生
態
環
境
、
お
よ
び
枇
曾
経
済
を
考
慮

す
れ
ば
、
こ
の
事
例
か
ら
い
き
な
り
一

般
的
な
影
像
や
結
論
を
引
き
出
す
の
は
無
理
で
あ
る
。
む
し
ろ
問
題
別
、
地
域
別
に
整
理
し
た
大
量
観



察
の
成
果
と
照
合
し
つ
つ
、
相
互
比
較
を
通
じ
て
徐
々
に
総
合
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
そ
の
試
み
を
別
稿
に
用
意
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
前
章
で
確
認
し
た
諸
事
賓
が
、
ど
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
か
を
簡
単
に
指
摘
し
た
い
。

上
下
水
、
水
田
濯
瓶
、

交
通
と
い
う
多
目
的
な
機
能
を
品
兼
ね
た
用
水
路
で
あ
る
。
着
工
の
護
想
は
、
該
地
域
で
の
自
然
増
、

移
住
に
よ
る
人
口
調
密
化
に
伴
な
う
、
よ
り
高
次
の
水
利
の
安
定
化
に
あ
っ
た
。
し
か
も
達
成
さ
れ
た
安
定
は
、
と
く
に
地
域
コ
ア
に
お
け
る

諸
組
織
の
機
能
統
合
を
一
一
層
強
化
し
た
。
そ
こ
で
ま
ず
改
良
の
ベ

l
ス
と
な
る
地
域
内
で
の
住
環
境
の
饗
化
を
見
ょ
う
。

李
渠
は
防
火
、

愛
州
の
作
物
環
境
は
「
切
cnw
の
「
水
稲
茶
匡
」
に
該
嘗
し
、
こ
の
地
域
で
の
生
活
空
間
の
蹟
大
、
改
善
は
、
保
水
性
に
富
む
水
利
回
の

造
成
に
根
本
的
に
依
援
し
た
筈
で
あ
る
。
い
ま
高
谷
好
一
氏
が
東
南
ア
ジ
ア
の
稲
作
圏
の
撲
大
過
程
に
つ
い
て
、
鯖
納
的
に
構
成
し
た
水
系
モ

⑮
 

デ
ル
で
の
農
地
利
用
パ
タ
ン
を
借
り
て
説
明
す
る
と
、
ま
ず
付
山
地
部
∞
扇
朕
地
部
局
デ
ル
タ
部
と
い
う
基
本
環
境
匡
分
が
考
え
ら
れ

る
。
つ
い
で
水
利
の
安
定
志
向
に
伴
な
う
地
文
、
水
分
傑
件
の
土
木
改
良
お
よ
び
人
の
組
織
の
饗
化
と
い
う
観
貼
か
ら
土
地
利
用
の
類
型
匿
分

を
立
て
る
と
、
制
村
落
レ
ベ
ル
で
制
御
可
能
な
流
水
源
の
あ
る
地
域
H
扇
紋
地
、
制
村
落
レ
ベ
ル
で
は
制
御
不
能
な
大
洪
水
地
H
デ
ル
タ

が
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あ
り
、
デ
ル
タ
は
更
に

制
a
自
然
堤
防
が
居
住
空
聞
を
提
供
す
る
上
部
デ
ル
タ
と
、
制
b
常
習
水
浸
地
の
下
部
デ
ル
タ

料
水
源
が
乏
し
く
井
泉
に
頼
る
地
域
H
蓋
地
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
除
外
す
る
。
歴
史
的
推
移
か
ら
い
え
ば
、
例
え
ば
タ
イ
で
は

チ
ェ
ン
マ
イ
を
地
域
中
心
と
す
る
扇
紋
地
利
用
時
代
か
ら
ア
ユ

タ
ヤ
を
中
心
と
す
る
上
部
デ
ル
タ
利
用
時
代
、
そ
し
て
バ
ン
コ
ク
を
中
心
と

が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か

す
る
下
部
デ
ル
タ
利
用
時
代
と
い
う
系
列
的
護
展
が
辿
れ
る
。

さ
て
嘗
面
の
裳
州
の
例
は
、
明
ら
か
に
扇
駅
地
空
間
に
お
け
る
一
饗
化
で
あ
る
。
こ
の
地
方
の
山
地
に
は
焼
畑
農
業
に
依
存
し
、
地
力
の
減

@
 

退
や
人
口
増
を
機
に
移
動
す
る
山
地
民
が
居
り
、
六
朝
の
山
越
を
は
じ
め
、
宋
代
で
も
同
種
の
山
地
民
が
山
谷
の
随
所
に
居
住
し
、
明
清
時
代

(
補
注
二
)

で
も
、
問
、
教
か
ら
来
往
し
て
腕
な
ど
を
作
る
客
籍
棚
民
が
い
た
。

一
方
、
漢
人
の
空
間
占
擦
の
順
序
は
、
別
稿
で
漸
江
湖
州
に
つ
い
て
論
誼

@
 

し
た
例
を
引
く
と
、
古
く
は
水
利
の
安
定
し
た
丘
陵
周
遊
の
扇
朕
地
に
入
植
し
、
つ
い
で
交
通
治
安
に
便
利
な
中
枢
地
に
行
政
府
が
進
出
す
る

と
、
一
方
で
は
周
迭
の
大
小
扇
朕
地
へ
の
限
塘
の
建
設
を
伴
な
っ
た
定
住
が
波
及
し
、

一
方
で
は
中
極
都
市
周
遁
の
水
利
網
が
徐
々
に
整
備
さ

339 
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つ
い
に
唐
宋
の
聞
に
中
植
低
潟
地
の
干
拓
が
成
功
す
る
と
、
人
口
の
扇
欣
地
よ
り
低
地
へ
の
シ
フ
ト
が
起
り
、

限
塘
で
拓
け
た
奮
開
地
は

む
し
ろ
過
疎
の
後
進
地
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
友
州
治
は
秀
江
の
中
流
盆
地
H
大
扇
賦
地
に
位
置
し
、
デ
ル
タ
干
拓
は
嘗
然

お
よ
そ
の
定
住
推
移
は
湖
州
と
ほ
ぼ
似
た
も
の
で
あ
っ
た。

阪
塘
に
よ
る
住
環
境
の
改
善
の
歴
史
は
古
く
、
分
宜
服

@
 

西
二
十
里
、

亥
江
畔
の
畠
山
峡
で
、
晋
永
嘉
四
年
宝
二

O
)
羅
子
魯
が
堰
断
し
て
羅
村
阪
を
つ
く
り
田
四
百
頃
に
濯
い
だ
。
唐
の
憲
宗
中
、
江

@
 

回
一

高
二
千
頃
に
濯
い
だ
の
を
始
め
、
唐
宋
の
聞
に
江
西
地
方
で
阪
塘
に
よ
る
改
良

に
起
り
え
な
か
っ
た
が
、

西
視
察
使
掌
丹
が
能
州
齢
干
牒
で
阪
塘
五
九
八
を
治
め
、

が
普
及
し
た
こ
と
は
、

後
述
の
如
く
枚
穆
に
い
と
ま
が
な
い
。

宋
大
中
鮮
符
四
年
(
一

O
二
)
の
統
計
と
思
わ
れ
る
蔦
暦
衰
州
府
志
巻
四
所

引
の
古
園
経
で
は、

阪

塘

宜
春

九
O
五

二
七
三

分
宜

七
八
六

一
九
八

表~
郷

七

一、

一
四
七

高
裁

一四
六

七
六

1
T
 

-=一ロ

二
、
七
五
九

一
、
六
九
四

瓶
田
面
積

二
、
四
六
七
頃
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五
三
八
頃
六
二
畝

一
、
七
四
二
頃
二
一
畝

六
九
五
頃
有
奇

五
、
四
四
二
頃
八
三
畝
有
奇

と
あ
る
。
限
塘
合
計
四、

四
五
三
と
い
う
数
は
、
集
計
の
基
準
に
問
題
は
あ
る
に
せ
よ
、
同
時
代
の
江
西
、
安
徽
、
新
江
、

一
隅
建
と
比
べ
て
も

特
に
分
布
密
度
の
高
い
ケ
l
ス
で
あ
る
。
永
祭
大
典
巻
二
七
五
四
、
五
五
般
に
記
録
さ
れ
た
宋
の
侠
志
に
徴
す
れ
ば
、
臨
江
軍
清
江
鯨
の
限
八

三
、
新
険
照
三
六
五
、
新
治
照
二
六

O
、

結
州
翰
照
二
七
七
、
江
東
路
の
池
州
青
陽
牒
三
八
七
、

@
 

二
、
抗
陽
照
一
四
四
、

一晒
建
路
の
輿
化
軍
蕎
陽
豚
五
二
、
輿
化
照
二

O
、
仙
波
豚
四

O
九
で
あ
る
。
淳
照
新
安
志
各
三
J
五
の
徽
州
六
鯨
の
統

寧
園
府
淫
鯨
三
三

撫
州
臨
川
鯨
一

O
二、

計
は
阪
一
五
七
、
掲
(
般
の
一
種
〉
一
、
七
三
五
、
塘
二
、

O
四
九
で
、
う
ち
教
師
開
場
二
二
六
、
塘
一
、
二

O
七
、
休
寧
豚
掲
二
一

O
、
塘
五

一
O
、
郁
門
豚
渇
九
七
五

J

塘
二
三
七
、
委
源
鯨
阪

一
五
七
、
渇
一
七
、
績
渓
豚
渇

一
一
七
、
塘
九
五
、

移
鯨
場
一
九

O
と
い
う
敷
は
、
裳
州



と
並
ぶ
扇
扶
地
型
山
地
開
裂
の
徹
底
し
た
例
で
あ
る
。
乾
道
九
年
〈
二
七
三
〉
宜
春
鯨
の
南
境
の
仰
山
廟
に
詣
で
た
誼
成
大
は
「
嶺
阪
上
皆

@
 

禾
回
、
層
層
市
上
至
頂
、
名
梯
田
」
と
責
謹
す
る
記
述
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
梯
田
は
湖
州
安
士
ロ
で
併
座
田
、
承
天
田
と
呼
ば
れ
、
小
阪
で
潅

@
 

概
す
る
山
腹
の
水
田
で
あ
り
、
も
と
七
十
二
限
あ
っ
た
も
の
が
、
南
宋
で
二
十
四
、
明
初
に
は
十
八
に
減
じ
た
。
と
こ
ろ
で
紹
興
十
六
年
三

一
四
六
〉
、
前
知
嚢
州
の
張
成
己
が
、
「
江
西
良
田
、

多
占
山
岡
上
、
資
水
利
以
魚
濯
瓶
、
而
宰
作
池
塘
以
備
早
瞬
、
墓
令
江
西
守
令
、
停
務
隙

@
 

時
動
督
父
老
、
相
地
之
宜
、
講
究
池
塘
潅
減
之
利
、
以
震
耕
種
無
窮
之
資
」
と
述
べ
、
江
西
一
帯
で
は
員
に
安
定
し
た
水
利
が
得
ら
れ
、
土
地

評
債
の
高
い
の
は
水
源
に
近
い
扇
頂
部
の
田
地
で
あ
る
が
、
(
案
州
の
賀
績
に
徴
し
て
〉
保
守
性
を
棄
て
、
父
老
の
手
で
池
塘
工
事
を
全
域
に
普

及
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
裳
州
で
は
殴
塘
濯
瓶
が
普
及
し
、
嘗
時
恐
ら
く
ピ
l
グ
に
達
し
て
い
た
。
し
か
し
宜
春
豚
の
限
塘
一
、
一
七
八
所
を
以
て
、
そ

の
概
田
面
積
二
、
四
六
七
頃
を
除
す
る
と
、
一
所
嘗
り
二

O
九
畝
(
二
頃
徐
〉
に
す
ぎ
な
い
。
コ
ア
に
敷
設
さ
れ
た
李
渠
か
ら
用
水
す
る
農
園
は

約
二
百
頃
、
つ
ま
り
全
鯨
比
で
八
パ
ー
セ
ン
ト
儀
り
の
回
を
概
し
、
計
六
十
絵
戸
の
受
益
戸
が
維
持
組
織
を
作
っ
て
い
た
。

@
 

院
が
約
二
百
頃
、
州
南
の
州
阪
が
約
三
百
頃
を
概
し
て
い
た
ら
し
い
が
、
か
り
に
地
域
の
生
産
性
を
均
等
と
す
れ
ば
、

コ
ア
地
域
で
は
官

コ
ア
地
域
に
集
中
す
る

弓，.

水
利
の
数
用
は
、
周
迭
の
群
小
限
塘
の
規
模
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
し
か
も
李
渠
が
提
供
す
る
交
遁
の
便
に
よ
っ
て
、
地
力
回
復
に
必
要

な
都
市
肥
料
源
の
入
手
数
率
は
大
き
い
。
一
方
、
水
利
が
安
定
し
、
土
地
許
債
の
高
い
山
闘
の
扇
頂
部
も
、
長
期
に
は
侵
蝕
に
よ
る
地
力
遁
減

で
質
の
低
下
は
菟
れ
な
い
。
乾
隆
府
志
に
附
載
す
る
明
代
の
亥
州
管
内
の
破
堰
泥
塘
は
、
宜
春
共
存
四
二
一
二
、
分
宜
共
存
四
八
七
、
評
郷
共
存

@
 

六
三
八
、
高
裁
共
存
二
一

O
、
計
共
存
一
、
七
五
八
と
激
減
し
て
お
り
、
す
で
に
宋
の
湖
州
で
み
た
獣
況
が
、
タ
イ
ム
ラ
グ
を
お
い
て
現
れ
て

き
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
地
域
内
の
水
利
投
資
の
封
象
は
漸
次
コ
ア
に
牧
徴
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
割
慮
す
る
組

織
の
再
統
合
は
い
か
に
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
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(U
出
〉

zoω
巴
4

・0
O
C

氏
に
よ
る
と
、
中
園
の
都
市
定
住
は
古
来
一
貫
し
て
低
地
志
向
、
水
路
志
向
を
と
り
つ
づ
け
、

義
的
に
交
通
機
能
の
中
植
の
地
貼
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
都
市
の
サ
ー
ビ
ス
を
め
ぐ
る
後
背
地
と
の
関
係
で
は
、

立
地
の
選
揮
に
は
一

コ
ア
と
進
地
で
は
果
す
機
能
の

@
 

差
が
あ
っ
た
。
こ
の
観
貼
は
近
時
、

巧・

ω
5
2
2
E
N
氏
の
中
園
の
都
市
化
を
め
ぐ
る
コ
ア
、
ベ
リ
フ
ェ
リ
の
機
能
論
と
し
て
整
理
さ
れ
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
都
市
と
後
背
地
の
闘
係
は
中
園
で
も
必
ず
し
も
行
政
要
因
の
み
で
は
説
明
さ
れ
ず
、
基
底
と
な
る
自
然
的
、
経
済
的
背
景
が

正
し
く
把
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
農
事
開
設
の
推
移
を
作
付
頻
度
の
増
加
と
い
う
観
鈷
か
ら
整
理
し
た
出
回
O
印巴

g
MV女
史
の

@
 

偲
読
で
は
、

し、

一
定
の
人
口
増
は
既
存
農
業
シ
ス
テ
ム
の
集
約
化
と
穂
産
出
高
の
増
加
を
招
く
が
、

一
層
の
集
約
化
と
高
人
口
密
度
、

や
が
て
一
入
賞
り
の
産
出
高
は
却
っ
て
減
少

分
業
の
促
進
を
将
来
す
る
。

ば
、
緊
張
は
一

一層
増
加
す
る
。
と
く
に
農
地
が
卒
地
に
進
出
す
る
段
階
で
こ
の
傾
向
が
願
著
と
な
る
と
い
う
。

こ
の
移
行
の
中
間
段
階
に
非
農
業
的
職
業
の
選
捧
や
都
市
移
住
が
起
れ

き
て
友
州
を
含
む
漢
代
の
汲
章
郡
十
八
鯨
の
立
地
は
、

み
な
殺
江
の
本
支
流
の
要
衝
に
あ
っ
た
。
し
か
し
首
初
の
、
都
市
と
後
背
地
と
の
結

@
 

び
つ
き
は
ル
l
ス
で
あ
っ
た
筈
で
、
都
市
の
機
能
は
治
安
維
持
と
都
市
聞
の
交
易
に
あ
っ
た
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
江
西
全
省
の
地
域
統
合
が
進

ん
だ
の
は
、
郡
・
州
単
位
の
領
域
細
分
が
は
じ
ま
っ
た
六
朝
以
降
で
あ
り
、
唐
の
藩
銀
政
庫
か
ら
宋
に
か
け
、
人
口
の
自
然
増
、
移
住
・
都
市

化
が
加
速
さ
れ
、
教
江
流
域
の
コ
ア
に
嘗
る
都
陽
湖
周
過
の
地
域
で
は
、
唐
い
ら
い
見
る
べ
き
水
利
改
良
が
な
さ
れ
た
。
南
昌
府
城
東
南
の
東

@

@

@

@

@

@

⑬
 

湖
、
撫
州
臨
川
鯨
の
千
金
阪
、
述
阪
、
儲
腕
州
都
陽
豚
の
部
父
陸
、
馬
塘
、
品
開
干
鯨
下
の
限
塘
、
九
江
府
徳
化
鯨
の
甘
集
湖
な
ど
が
そ
れ
で
あ

@

@
 

る
。
や
が
て
周
遊
に
お
い
て
も
、
案
州
の
李
渠
、
士
口
州
泰
和
豚
の
槍
灘
阪
、
安
一
幅
鯨
の
寅
阪
、
徴
州
郁
門
前
開
の
昌
門
灘
、
宜
州
宣
城
鯨
の
徳
政

@

@
 

阪
、
南
陵
鯨
の
永
豊
附
問
、
大
農
耐
仰
な
ど
の
工
事
が
相
縫
い
向
。

- 18ー

裳
州
宜
春
鯨
に
即
し
て
、
都
市
化
と
こ
れ
に
伴
う
都
市
お
よ
び
コ
ア
へ
の
人
口
移
住
を
立
誼
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
七
二

O
年
の
西

城
展
築
、
市
心
の
移
動
、
火
災
疫
病
の
頻
夜
、
水
源
の
希
求
、
そ
し
て
渠
水
に
よ
る
通
船
、
入
市
、
既
田
(
二
百
頃
)
の
事
島
が
創
建
嘗
初
か
ら

存
在
し
た
こ
と
は
、
右
の
推
定
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
宋
代
で
は
、
城
西
三
十
徐
戸
を
含
め
約
二
百
戸
の
市
民
が
渠
水
を
受
盆
し
、
渠
水
は

市
心
部
分
を
屈
曲
迂
回
し
て
密
集
地
に
概
い
だ
。
郊
外
に
は
六
十
除
戸
の
用
水
農
家
が
あ
る
ほ
か
、
多
季
の
修
理
に
は
近
郊
数
千
人
の
役
夫
が



毎
日
参
加
し
た
。
要
す
る
に
地
域
全
瞳
の
人
口
増
(
前
述
〉
の
ほ
か
、

密
集
は
存
在
し
て
い
た
に
相
違
な
い
。

渠
を
必
要
と
し
か
っ
査
本
、

労
役
の
動
員
を
可
能
に
す
る
に
足
る
人
口

@
 

い
ま
給
水
源
を
含
む
上
下
水
の
配
備
、
住
居
の
高
阜
へ
の
移
動
を
都
市
化
の
一
様
相
と
考
え
る
と
、
同
様
の
事
例
は
杭
州
治
、

ぬ
、
そ
れ
に
明
州
ぬ
な
ど
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
杭
州
治
は
大
運
河
の
移
黙
と
な
っ
て
人
口
が
増
加
し
、
銭
塘
江
岸
か
ら
鳳
嵐
山
下
に
中

心
を
移
し
、
天
賓
中
刺
史
李
泌
が
西
湖
水
を
上
水
源
と
す
る
改
良
を
し
、
白
居
易
が
長
慶
中
重
修
し
て
農
四
千
頃
に
瓶
ぎ
、
か
つ
潜
渠
や
城
内

市
河
な
ど
へ
の
給
水
源
と
し
た
。

一
方
絵
杭
鯨
の
南
上
湖
、
南
下
湖
は
漢
の
令
陳
揮
が
蒸
卒
中
に
設
け
て
田
千
絵
頃
を
瓶
し
、
唐
の
賓
暦
中

(
八
二
五
l
六
)
、
令
蹄
挑
が
石
門
、
石
塚
を
設
け
、
ま
た
北
湖
を
築
い
て
四
千
齢
頃
の
田
に
甑
い
だ
。
明
州
治
で
も
開
元
の
築
城
と
共
に
、
小

江
湖
(
瓶
八
百
頃
)
、
東
銭
湖
(
減
八
百
頃
〉
、
康
徳
湖
(
減
四
百
頃
〉
な
ど
の
水
源
と
そ
れ
ら
を
疏
導
す
る
渠
道
が
宋
ま
で
に
整
備
さ
れ
、
南
江
盆

地
全
睦
の
水
位
は
、
域
内
鼓
棲
前
の
市
河
に
建
て
ら
れ
た
卒
水
碑
の
目
盛
り
〈
卒
字
〉
で
調
節
さ
れ
た
。
李
渠
も
規
模
小
な
り
と
は
い
え
、

同
除
杭
豚か

- 19ー

か
る
地
域
コ
ア
の
水
利
改
良
の
一
事
例
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
人
の
組
織
の
饗
化
に
言
及
し
よ
う
。
扇
欣
地
は
小
規
模
で
散
在
す
る
限
り
、
村
落
や
戸
車
位
で
水
利
の
維
持
運
営
が
可
能
で
あ
り
、

水
利
権
上
の
紛
争
庭
理
も
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
人
口
密
集
し
た
盆
地
を
控
え
た
扇
欣
地
で
は
、
水
利
の
規
模
も
大
き
く
利
害
も
錯
綜
す
る
か

ら
組
織
に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
官
は
治
安
(防
火
、

街
生
、
上
下
水
)
と
近
郊
用
水
農
戸
よ
り
の
徴
税
に
格
別
の
関
心
を
も
っ
た
筈
で
、
交
通

が
絡
め
ば
向
更
で
あ
る
。
民
間
の
利
害
は
、
李
渠
の
例
か
ら
す
れ
ば
、
渠
長
ク
ラ
ス
の
都
市
居
住
の
地
方
紳
士
、
受
盆
市
民
、
郊
外
の
阪
戸
ク

ラ
ス
の
食
利
人
戸
、
そ
し
て
役
夫
ク
ラ
ス
の
周
透
農
戸
が
考
え
ら
れ
る
。
地
域
の
水
利
の
シ
ス
テ
ム
が
、
一
た
ん
上
記
各
層
の
利
害
の
妥
協
の

結
果
と
し
て
成
立
す
る
と
、
長
期
に
わ
た
る
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
官
僚
は
あ
く
ま
で
流
寓
者
で
あ
る
か
ら
、
徴
税
治
安
の
悪
化
が
進
行
し
な

い
限
り
は
、
概
し
て
積
極
的
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
食
利
人
戸
た
る
市
戸
、

限
戸
は
、
日
常
の
生
活
上
の
用
役
に
加
え
て
、
渠
に
よ
っ
て

(補
注一ニ
)

も
た
ら
さ
れ
る
土
地
評
債
の
増
加
を
勘
案
す
れ
ば
積
極
的
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
c

李
渠
が
郊
外
で
阪
戸
の
自
己
負
権
、
域
内
で
も
市
戸
、
官
墜

方
が
持
ち
分
の
用
水
路
を
波
う
建
前
に
し
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

事
貫
李
渠
に
か
か
る
域
内
の
橋
梁
は
市
戸
が
自
費
で
整
備
し

343 
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た
。
問
題
は
大
工
事
に
仲
な
う
資
金
で
あ
る
。
唐
代
に
成
っ
た
撫
州
の
連
防
、
五
代
に
成
っ
た
士
口
州
の
梼
灘
阪
は
阪
田
を
備
え
、
ま
た
西
湖
は

@
 

僚
湖
兵
千
人
を
備
え
て
い
た
が
、
李
渠
に
は
か
か
る
施
設
が
な
く
、
商
民
の
摘
資
が
質
現
す
る
の
は
清
代
で
あ
っ
た
。
結
局
、
経
常
は
と
も
か

く
、
後
塞
甚
し
く
な
れ
ば
官
金
の
交
付
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
州
の
貢
士
十
人
が
渠
長
に
選
出
さ
れ
、
開
修
案
を
建
案
し
た
李
設
が
代
表
者

の
地
位
に
任
じ
た
の
は
、
官
民
の
利
害
の
調
整
に
つ
い
て
、
貢
士
ク
ラ
ス
が
買
力
者
と
し
て
登
場
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
彼
等
は
未

だ
財
力
を
以
て
地
方
の
利
害
を
牛
耳
る
程
に
は
至
ら
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

お

わ

り

し
て
、

こ
の
水
利
工
事
の
意
義
を
祉
舎
経
済
的
背
景
の
中
で
考
え
て
み
た
。

以
上
、
第
一
章
で
は
、
李
渠
の
沿
革
、
規
模
、
構
造
、
組
織
の
具
世
相
の
復
原
を
は
か
り
、
第
二
章
で
は
、
若
干
の
偲
設
や
モ
デ
ル
を
援
用

本
稿
で
は
地
域
レ
ベ
ル
で
の
水
利
の
機
能
の
観
察
か
ら
出
渡
し

て、

徐
々
に
間
察
の
範
囲
を
櫛
げ
て
一
般
的
共
通
貼
や
特
殊
貼
を
判
別
す
る
こ
と
に
つ
と
め
た
が
、
紙
数
も
登
き
て
こ
の
論
誼
を
充
分
深
め
る

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
別
稿
に
改
め
て
論
ず
る
致
定
で
あ
る
。

註①
士
口
岡
義
信

・
長
瀬
守
「
中
闘
水
利
史
文
献
目
録
稿
(
宋

・
元
)
」
、
森
田

明
「
向
上
(
明
・

消
)
」
(
い
ず
れ
も
中
園
水
利
史
研
究
第
四
統
一
九
七

O
年
に
牧
録
)
。

②
張
因
企
著

「
中
園
古
方
志
考
」
(
中
華
書
局
一
九
六
二
年
〉
五
七
三

J
五
頁
参
照
。

③

向
上
五
七
五
頁
参
照
。

@

向

上
五
七
四
・
五
頁
参
照
。

⑤
青
山
定
雄
著
「
庸
宋
時
代
の
地
誌
地
図
の
研
究
」

九
六
三
年
〉
八
J
一
O
頁
、
三
六
頁
。

〈
吉
川
弘
文
館

- 20ー

⑥
嘉
慶
重
修

一統士山

実
州
府
泉
江
水
傑
。

⑦

案
州
治
の
領
域
に
つ
い
て
、
唐
宋
の
資
料
の
ほ
か
、
高
暦
府
志
各
一
朔

郡
始
末
、
各
四
城
池
、
永
築
大
典
八
O
九
二
、
嘉
慶

一
統
志
友
州
府
参

昭
…。

③
城
内
の
レ
イ

・
ア
ウ
ト
に
つ
い
て
、
高
暦
・
乾
隆
・
同
治
府
士
山
、
同
治

宜
春
豚
志
を
参
照
。

⑤
寓
暦
亥
州
府
志
各
四
城
池
、
永
幾
大
典
八
O
九
二
答
案
州
府
城
参
照。

⑮

註

③
参
照
。

⑪
青
山
定
雄
「
階
唐
宋
三
代
に
於
け
る
戸
数
の
地
域
的
考
察
L

〈
奮
歴
史



事
研
究
六
倉
田
・
五
、
一
九
三
六
年
〉
四
貌
六
九
頁
。

⑫
向
上
五
省
六
一
頁
。

⑬
官
同
暦
府
志
各
五
戸
口
に
掲
げ
る
宋
大
中
鮮
符
問
、
明
洪
武
二
十
四
年

の
、
各
豚
お
よ
び
州
府
金
慢
の
戸
口
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

大

中

鮮

符

中

洪

武

二

十

四

年

案
州
(
府
〉
戸
八
豆
、

g一
一
一
旦
夫
、
さ
一
吉
一
戸
室
、
九
九
八
旦
一
充
、
三
一
六

宜
春
戸
一
一
=
一
、
蓋
ハ
口
君
、
五
九
四
戸
ニ
八
、
ご
一
六
旦
一
目
、=一七六

分
宜
戸
宗
、
七
九
八
口
天
、
四
九
二
戸
三
一
、
ニ
三O

口
吉
一
、
=
八
七

搾
郷
戸
三
、
六
九
五
口
三
九
、
=
一
四
戸
一
五
、
き
一
八
口
一

8
、九室

高

載

戸

ご

一、
左
目
ロ
=
一
=
一
、
四
三
戸
一
豆
、
九
九
八
口
九
五
、七八
一

⑬
斯
波
義
信
者
「
宋
代
商
業
史
研
究
」
(
風
間
書
房
一
九
六
八
年
)
一
一
一

三
一
、
二
頁
、
中
村
治
兵
衛
「
清
代
筆
化
の
都
市
の
戸
口
に
関
す
る
一
考

察
」
(
史
淵
一

O
O披
一
九
六
八
年
)
、
百
瀬
弘
「
津
門
戸
口
園
冊
に
つ

い
て
」
(
小
野
武
夫
樽
士
還
暦
記
念
「
東
洋
農
業
経
済
史
研
究
」
日
本
評

論
枇
一
九
四
八
年)。

⑮
井
泉
に
つ
い
て
、
高
暦
府
志
容
四
、
嘉
慶
一
統
志
友
州
府
参
照
。

⑫
「
園
経
卒
渠
記
」
は
高
暦
府
士
山
容
一
六
に
収
録
。

⑫
「
淡
渠
亭
記
」
は
同
治
宜
春
豚
志
省
一
水
利
に
牧
録
。

⑬
向
上
害
容
一
水
利
。

⑬
高
谷
好
一
「
稲
作
閣
の
歴
史
L

(

市
村
員
一
編
「
箔
と
農
民
!
日
本
、

タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
比
較
研
究
」
京
都
大
皐
東
南
ア
ジ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
一
九
七
五
年
〉
。

@
王
仲
坐
著
「
貌
菅
南
北
朝
隔
初
唐
史
L

(

上
海

四
四
、
四
五
頁
。

@
斯
波
「
掘
削
江
湖
州
に
お
け
る
定
住
の
沿
革
」
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一
九
六
一
年
)
上
、

(
木
村
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第三園 江西の都市化と漢一宋の主水利施設
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「第三図所牧主要水利施設」

企 漢 ・三 園

V 六 朝

ム唐・五代

マ宋

1 南昌府治 東 ?明 A 

2 九江府治 浪 井 A 

3 亥州府分宜 羅 村 阪 v 
4 鏡州府都陽 否H ムF入、' 陸 ム

5 同 馬 塘 ム

6 同 祝 君 玲 ム

7 南康府建昌 孫 :& 陸 ム

8 同都昌 陳 /ふ、a、i 塘 ム

9 九江府徳化 石裳湖陸 ム

10 同 境 秋 水 陸 ム

11 撫州府臨川 南 湖 ム

12 同 述 阪 ム

13 同 千 金 阪 ム

14 衰州府 棒 郷 泉 江 水 ム

15 同宜春 李 渠 ム

16 吉安府泰和 権 灘 阪 ム

17 南康府星子 石 陸 マ
18 建昌府南城 高 視 湖 マ
19 同康昌 卒 西 f筋 マ
20 吉安府吉水 柿 阪 マ
21 同安福 寅 阪 マ
22 南昌府新建 章 :& 、 陸 マ
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Organization and Function of the £ｉCanal 李渠in the

Capital of Y an袁Prefecture, Kiangsi >工西:891-1871

Yｏｓhinobｕ Ｓhihａ

　　

This essay is to deal with ａ multi-purpose canal which was first built

by ａ T'ang local ｏ伍cial in the core area of the Yiian-chou basin in 891,

and thereafter served that locality for the lengthy period of about eleven

centuries. The basic reason why this canal had to be installed should be

ascribed to the increased density of population in that area in the middle

of the T'ang, and also to people's enthusiasm with having more stabilized

ecological surroundings there. In any case, through combined use of tech-

niques such as dams, sluices, pools, and drainage channels, ａ canal which

had an overall length of five miles was branched from ａ nearby river,

and it supplied fresh water to paddy fields (ca. 20, 000 mou^　to the west

of the capital and also to the inhabitants of the city (officials and 200

households of citizens). Rice-raising, fire-fighting, general　water･supply,

and drainage and transportation in and around the city were thus much

improved. Under the Sung an elaborate organization was formed in order

to keep this canal in good order and to mobilize people for the purpose

of large dredging operations.　It was managed by ten gentry members

who were　selected from among successful candidates of the prefectural

examinations. Farmers and citizens who benefited directly by this canal

formed their own respective organization. They were expected to shoulder

the responsibility of habitual watch on the canal route and of small repairs

on it by themselves. When ｅχtensive repair or dredging was needed,

several thousand laborers per day in the area gathered in crowds to take

day-laborer jobs with their wages paid by the government. It is worth

noticing here that although　such dredging work was organized under

official leadership, substantial parts of the operation, i. e., its planning,

procedure, and organization, were enforced almost entirely on the initiative

of gentry members. Later, under the Ch'ing, it became evident all the

- １－



more that all necessary tasks for the maintenance of thiscanal, including

the raising of funds, were fulfilledby this association of the gentry, mer-

chants and citizens.

The Ｔｓ’ｕ-ｓｅ粗色andthe Hsi-se細色as Categories of

　　　　　　

Grain in the Sung 宋　Dynasty

Ifeｕｏ Ｏｎｏｄｅｒａ

　　

In the T'ang 唐and Five Dynasties 五代，Ｓ瓦粟was designated as

China's principal grain and other grains were labelled tsa雑.　The ratio

of su to ts'ao一揖f粉米was approximately ten to six. Furthermore, there

was a difference established between ４-多 粟穀and ｓ-。f粟米and this

ratio had for ａ long time been ten to ｓiχ. However, in the period from

the Five Dynasties to the early Sung, nonglutinous rice 粳米and wheat

小宴began to be called ｈｓi-ｓｅand other grains such as su were designated

as ts'u-se (ox tsa一紀雑色ｏＴ　ｃｈｉｅルｓｅ賤色); su was placed in ａ category

which had been called 奴z in the T'ang. The distinction between ts'u一把

and /雨｡se formed the basis for the government's　handling of grains.

Later, in the Southern Sung, this distinction does not seem to possess

the same sort of importance it had in the Northern Sung, but the unified

dynasties of the Yiian 元and Ming 明continued to make use of this

distinction. Also there was ａ conversion foＴ　tｓ’ｕ一seand hsi一紀which was

enacted on the basis ｏい‘ば皿ｇ一ｓｈｉｈ”倉式,and this rate of ｅχchange at

ten to six indicates ａ continuity since the T'ang. This ten to siχexchange

rate was employed in the Yiian and Ming as well, but from the Southern

Sung on the rate appears to be ten to five. In short such was the situation

accompanying the increase in the usage ｏ＜i　ｈｓi-ｇ．

２－


